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（
佐
賀
県
烏
栖
市
）

西
日
本
最
大
の
規
模
を
誇
る
菊
花
の
祭
典
、
西
日
本
菊
花
大
会

（
主
催1
1

宗
像
大
社
菊
花
会
・
宗
像
観
光
協
会
、
後
援
1
1

福
岡
県

他
）
が
、
先
月
二
十
二
日
を
以
て
盛
大
裡
に
終
了
し
た
。

こ
の
大
会
は
当
大
社
の
『
昭
和
の
大
造
営
』
を
奉
祝
し
、
昭
和

四
十
六
年
に
第
一
回
大
会
が
開
催
さ
れ
、
今
年
で
四
十
一
回
目
と

な
る
。
境
内
に
は
九
州
各
県
、
山
口
の
菊
愛
好
家
約
百
人
か
ら
、

丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た
菊
約
三
千
鉢
が
出
品
さ
れ
質
・
量
と
も

に
西
日
本
最
大
級
で
あ
る
。
＇

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
宗
像
大
社
菊
花
会
を
中
心
に
宗
像
市
商

工
会
青
年
部
、
（
社
）
宗
像
青
年
会
議
所
、
各
運
送
会
社
外
多
数
の

皆
様
方
に
御
奉
仕
頂
き
菊
花
の
搬
入
・
展
示
が
行
わ
れ
た
。

十
一
月
一
日
、
福
岡
県
農
業
試
験
場
園
芸
研
究
所
花
き
部
々

長
松
野
孝
敏
氏
を
審
査
長
と
し
て
審
査
が
行
わ
れ
、
大
輪
・
盆

栽
．
懸
崖
•
特
作
の
四
部
門
そ
れ
ぞ
れ
厳
し
い
出
品
基
準
・
審
査

基
準
に
則
り
厳
正
に
審
査
さ
れ
た
。

本
年
は
昨
年
同
様
、
夏
の
猛
暑
に
加
え
、
出
品
前
の
長
雨
な
ど

の
天
候
不
順
に
よ
り
菊
作
り
に
と
っ
て
非
常
に
条
件
が
悪
か
っ
た

も
の
の
会
員
皆
様
の
努
力
に
よ
り
、
十
一
月
一
日
に
は
見
事
な
菊

花
が
境
内
に
出
揃
い
、
多
く
の
参
拝
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

本
犬
会

｛
理
大
臣
賞
に

時
田
義
光
氏

傘
宗
像
・回罪羅肌●
1 ・ 15日月汲祭
午前10時

高宮祭第二宮•第三宮祭
引き続き

宗像護国神社

月命日祭(1日）

巡拝(15 日）

午前 11 時～

総社祭

浦安舞奉奏(1日）

豊栄舞奉奏(1 5 日）

式
祭
祓
夜
大
除
越
き年繹息

」
口
]

□口
』
皇

磁
器
の
絵
付
な
ど
の
画
題
で
も
「
波
に
兎
」

の
図
が
盛
ん
に
作
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

こ
の
画
題
、
神
話
が
モ
チ
ー
フ
で
は
無
い

と
い
う

r
能
楽
『
竹
生
島
』
に
「
兎
も
波
を

駆
け
る
か
」
と
い
う
件
が
あ
る
。
竹
生
島

の
参
詣
者
に
弁
財
天
女
が
見
せ
た
神
異

と
さ
れ
る
▼
そ
こ
か
ら
転
じ
て
武
家
社

会
で
は
、
「
波
に
兎
」
は
「
俊
足
」
を
象
徴
す

る
と
持
て
囃
さ
れ
た
そ
う
だ
。
武
人
が

戦
場
に
あ
っ
て
「
俊
足
」
で
あ
る
事
は
、
美

点
で
あ
る
了
時
を
超
え
平
成
時
代
の
今
年

も
あ
と
僅
か
で
あ
る
が
、
卯
年
で
あ
る

の
を
覚
え
て
お
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

今
年
は
、
大
震
災
を
始
め
と
す
る
天
災
・

人
災
が
次
々
起
こ
り
、
戦
後
最
大
の
苦
難

の
年
と
い
え
る
。
ま
さ
に
「
俊
足
」
の
一
年

で
あ
っ
た
▼
ま
た
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
日

本
人
の
強
さ
と
優
し
さ
を
改
め
て
見
た

年
で
も
あ
る
。
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

義
捐
金
に
加
え
て
、
国
民
を
挙
げ
て
「
が

ん
ば
れ
日
本
」
が
掛
け
声
と
な
っ
て
い
る

▼
ま
だ
復
興
の
槌
音
高
く
と
は
言
え
な

い
状
況
だ
。
だ
が
日
本
人
の
心
に
そ
の
強

さ
と
優
し
さ
が
あ
る
限
り
、
や
が
て
は

日
本
も
不
死
鳥
の
如
く
甦
る
。
（
佐
）

18 日

午前6時～ 古式祭
午前6時30分～御座
午前10時～ 鎮火祭

19日松尾神社祭午前11 時～

23 日天長祭午前11 時～

神具·装束・授与品

令井肉
装束店〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る

フリーダイヤル 0120-075-980

福岡店〒812-0068 福岡市東区社領1-12-10-401
フリーダイヤル 0120-055-092

授与品店〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

燥式会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 篭話(Qq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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十
一
月
十
六
日
、
当
大
社
清
明

□
松
野
孝
敏
氏
よ
り
審
査
講
評
を
賜
[
-
鳥
居
付
近
に
設
け
た
。
こ
の
花

殿
に
て
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
来

□
り
一
同
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
二
壇
は
復
興
を
願
う
当
会
々
員
に
よ
っ

賓
と
し
て
、
衆
議
院
議
員
古
賀
敬
一
本
大
会
は
三
月
に
発
生
し
た
東
二
J
準
備
さ
れ
、
大
会
期
間
中
多
く

章
様
（
代
理
・
御
令
室
）
、
地
元
宗
二
目
本
大
震
災
に
加
え
、
関
西
地
方
二
り
参
拝
者
の
共
感
を
頂
い
た
。

像
市
立
玄
海
小
学
校
々
長
塩
川
亨
二
り
大
雨
災
害
な
ど
、
天
災
を
受
け
一
儀
式
殿
前
に
は
、
恒
例
と
な
っ

様
外
に
ご
臨
席
賜
っ
た
。
受
賞
者
約
丁
た
日
本
の
復
興
を
願
い
、
「
が
ん
ば
丁
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
人
形
に
併
せ
、
本

1
0
0
名
が
出
席
し
、
審
査
長
の
：
ろ
う
日
本
復
興
特
別
花
壇
」
を
第
ニ
ヰ
は
「
七
五
三
」
の
菊
文
字
も
展
示

さ
れ
、
連
日
多
く
の
参

拝
者
が
記
念
写
真
を

撮
っ
て
い
た
。

本
年
は
期
間
中
、
休

日
の
雨
が
多
か
っ
た
り

し
た
が
多
く
の
参
拝
者
~

を
迎
え
る
事
が
出
来
、
一~

第
四
十
一
回
西
日
本
菊
花
大
会
が
盛
大
裡
に
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た

盛
大
裡
に
終
え
る
事
~

が
出
来
冨
｀

□9
0ロ
ロ
ロ
□
日
冒

□
『
い
[
<

宮
司

-9 

·’ 

置E璽|Ill,1IIl 11II  ！日日
内閣総理大臣賞 時田義光

農林水産大臣賞和田太義

文部科学大臣賞 中川泰祐

総務大臣賞 社家間サッキ

法務大臣賞佃俊美

外務大臣賞生武静男

財務大臣賞籾井弘己

厚生労働大臣賞 古原正則

経済産業大臣賞 三口澄夫

国土交通大臣賞 白壁冨士夫

環境大臣賞鳥巣敬次

防衛大臣賞石原睦生

内閣官房長官賞 松尾常喜

衆議院議員古賀敬章賞 坂本 栄

宗像大社宮司賞安武善隆

宗像大社宮司賞 福嶋廣之

※以下、受廿者につきましては紙面の都合上割愛させていただきます
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献
茶
祭
斎
行

表
千
家
々
元
奉
仕

し＞ヽる行昭玩 ん六口献
つ゜わ和一献だ O 県茶錦
こ御れ四創茶女 O ヵ、祭秋
と家て＋業祭性名らがを
も元お七者は等がも育彩

―—胄畠り、累出昭；畠日旦平
＿冒腐棗且喜り昌しよ九り

: • [9 9 ［皇〖： ｀且99 霊［屑］そ出。闊と胃闊

ニ～三胃悶畠盲 9 旦い［ロ
卓鱈目疇？、二、一..... □＿家とえに、産 包臼孟虐

......................................................................................................................... 

を茶た祠た 献茶て御とを ` 十 が
後を掛ー尚茶が点手--,奏 ー当訪
に頂軸門出、祭御て前飢上 、． r ピ 時日れ
しき・云光参も神らをが‘ 勅はる

tS 、]皇昌＇夏農 a 9 冒〖 - 冒畠
腐；輩斎贋：贋荼f t晨 • パパ、—→o -i ヘ―：べ—- 合塁
を観席館式‘之ヽら薄：自前祈千主 わ祭の祓他長興左元神な
門［し贔畏終悶茶御然饂念家が祭れ典後舎関出産宗而職り、
みな展け設［と一家阻座すの茶典だが拝で係光（株）匠妙表定
、かホらけ 今服召美‘る隆道で 執殿の喜繋名‘斎千刻
境らされらts 年のょし、祝昌とは りに修進氏誉出千家午
内御れたれ の御っい一詞を表斎 行て祓、、会光宗々前

出
光
興
産
株
式
会
社

創
業
百
周
年
記
念
奉
告
祭

s

国
家
の
発
展
に
寄
与
し
た
百
年
S

光
佐
三
氏
は
、
宗
像
は
赤

間
の
生
ま
れ
で
、
宗
像
大

神
様
に
対
す
る
崇
敬
の

念
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が

明
治
四
十
四
年
六
月
二
十
日
に
出
光
佐
：
あ
り
、
戦
前
疲
弊
し
て
い
た
当
大
社
を
あ
り

三
氏
（
出
光
興
産
創
業
者
）
が
福
岡
・
門
司
の
了
し
日
の
姿
に
戻
そ
う
と
宗
像
大
社
復
興
期
成

地
に
て
出
光
興
産
の
前
身
・
出
光
商
会
を
立
：
会
を
立
ち
上
げ
ら
れ
、
生
涯
を
通
し
て
当
大

ち
上
げ
て
今
年
で
百
周
年
を
迎
え
た
。
去
る
：
社
の
復
興
に
尽
力
さ
れ
た
方
で
あ
る
。
そ
の

十
一
月
十
一
日
、
代
表
取
締
役
社
長
・
中
野
i
後
も
、
同
社
と
当
大
社
の
関
係
は
続
き
、
同

和
久
氏
、
名
誉
会
長
・
出
光
昭
介
氏
外
役
：
社
の
中
堅
社
員
を
対
象
と
し
た
研
修
も
年
に

員
•
関
係
者
が
来
社
し
、
御
本
殿
に
て
大
神
―
一
回
は
当
大
社
で
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
各

様
に
創
業
百
周
年
の
御
奉
告
を
行
っ
た
。

□
地
の
製
油
所
・
油
槽
所
に
は
宗
像
大
社
の
分

当
初
は
、
創
業
百
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
二
祠
が
祀
ら
れ
、
各
事
業
所
の
神
棚
に
は
大
神

き
年
で
あ
り
、
東
京
で
大
々
的
に
式
典
を
行
こ
球
が
奉
斎
さ
れ
て
い
る
。

う
予
定
で
あ
っ
た
。
同
社
で
は
、
こ
れ
ま
で
一
大
き
な
節
目
を
迎
え
た
出
光
興
産
株
式

創
業
の
式
年
毎
に
物
故
者
慰
霊
祭
を
式
典
に
丁
会
社
の
今
後
の
益
々
の
ご
発
展
ご
活
躍
を
御

併
せ
執
り
行
っ
て
い
る
が
、
先
の
東
日
本
大
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

9
,
i
 

[
□り
ぃ
尋

す
る
運
び
と
な
り
、

r
,
.
r

今
回
の
奉
告
祭
と
な
っ
＇

た

°
-
l

当
日
、
午
前
十
一
ー

時
よ
り
祭
典
が
行
わ

れ
、
斎
主
よ
り
同
社

の
百
周
年
の
奉
告
、

物
故
者
ご
遺
族
の
ご

多
幸
、
社
業
の
益
々

の
発
展
を
祈
念
す
る

祝
詞
が
奏
上
さ
れ
た
。

創
業
者
で
あ
る
出
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神
威
は
敬
心
に
よ
っ
て
増
す
一

,
'
貞
愈
桑
甕
—
―

十
一
月
三
日
、
午
後
一
時
よ
り
本
i

殿
横
に
て
宗
像
市
少
林
寺
拳
法
連
合
i

会
他
に
よ
る
恒
例
の
奉
納
演
武
が
行
一

わ
れ
、
小
学
校
低
学
年
か
ら
七
十
歳
i

迄
の
拳
士
三
十
名
が
日
頃
の
鍛
練
の
i

成
果
を
大
神
様
に
奉
告
し
た
。
祝
日
一

と
い
う
こ
と
も
あ
り
多
く
の
参
拝
者
．
~

が
足
を
止
め
、
剛
柔
一
体
の
迫
力
あ
一

る
演
武
に
感
嘆
の
声
を
挙
げ
て
い
た
。
i

中
縣
事

i
1

千
J
.
1
 
,
'
’
愈

十
一
月
三
日
、
恒
例
の
清
香
吟

社
に
よ
る
秋
季
奉
納
吟
詠
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。

午
前
九
時
三
十
分
、
宗
家
・
宗

嗣
益
中
翔
山
氏
を
は
じ
め
、
県
内

外
よ
り
会
員
約
五
十
名
が
参
集
。

清
明
殿
に
て
会
員
各
々
吟
詠
を
披

露
し
た
。
正
午
、
本
殿
に
て
正
式

参
拝
、
会
員
一
同
に
よ
る
「
吟
道
」

の
合
吟
が
奉
納
さ
れ
た
。

献
吟
後
、
一
同
は
清
明
殿
へ
と

移
動
し
式
典
が
開
催
さ
れ
、
服
部

容
月
•
本
川
秀
子
の
二
氏
に
対
し
永
年
斯
道
の
興
隆
に
寄
与
さ
れ
た

と
し
て
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

宗
像
大
社
奉
納
盆
栽
会
（
会

長
・
・
石
松
重
敏
）
に
よ
る
恒
例

の
秋
季
奉
納
盆
栽
展
が
十
一
月

十
二
日
か
ら
十
五
日
の
四
日
間
、

本
殿
西
側
で
開
催
さ
れ
た
。

黒
松
や
五
葉
松
な
ど
優
美
な

松
柏
盆
栽
を
始
め
と
し
て
、
こ
の

季
節
に
相
応
し
い
山
柿
・
紅
葉
・

姫
林
檎
な
ど
の
雑
木
盆
栽
や
小

品
盆
栽
な
ど
約
四
十
点
が
出
品

さ
れ
、
参
拝
者
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
い
た
。

]
"
,
I
I

『
日
祗
囀
餞
雲

十
一
月
九
日
、
博
陽
吟
道
会
奉
納
に
よ
る
吟
詠
大
会
（
協
賛
．
吟

i
道
清
吟
会
）
が
開
催
さ
れ
た
。
午
前
十
時
三
十
分
よ
り
清
明
殿
に
て

一
開
会
、
そ
の
席
上
、
永
年
斯
道
の
興
隆
に
寄
与
さ
れ
た
博
陽
吟
道
会

i
の
森
疑
山
氏
・
嶋
田
叡
月
氏
、
吟

一
道
清
吟
会
の
大
石
秀
月
氏
の
三
氏

i
に
対
し
、
当
大
社
よ
り
感
謝
状
と

一
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。
引
き
続

i
き
、
十
一
時
三
十
分
よ
り
本
殿
に

i
て
正
式
参
拝
、
博
陽
吟
道
会
々
長

一
の
藤
井
陽
月
氏
に
よ
る
献
吟
、
博

i
陽
吟
道
会
・
吟
道
清
吟
会
両
会
々

i
員
に
よ
る
合
吟
が
奉
納
さ
れ
た
。

i
そ
の
後
、
清
明
殿
に
て
会
員
各
々
・

i
自
慢
の
喉
で
吟
詠
を
披
露
し
た
。

-
;
ろ
十
一
月
十
三
日
、
当
大
社
清

i
明
殿
に
て
宗
像
本
因
坊
戦
（
六
．

i
五
段
）
、
宗
像
大
社
奉
納
囲
碁
大

一
会
（
五
段
ょ
初
段
）
が
開
催
さ
れ
、

i
宗
像
・
福
津
両
市
か
ら
約
一
八
〇

一
名
が
参
集
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ

i
地
区
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
決
め
る

i
宗
像
本
因
坊
戦
は
、
高
段
者
十
五

一
名
で
行
わ
れ
、
今
年
は
昨
年
準
優

一
勝
の
石
田
徳
房
氏
（
六
段
）
が
見

i
事
優
勝
を
果
た
し
た
。
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て
い
る
。
国
指

定
の
重
要
文
化

財
で
あ
る
辺
津

当
大
社
辺
津
宮
は
、
昭
和
四
十
二
呂
の
本
殿
・
拝
殿
に
つ
い
て
、
県
か

年
代
に
行
わ
れ
た
『
昭
和
の
大
造
：
ら
平
成
二
十
五
年
か
ら
二
十
六
年

営
』
と
い
わ
れ
る
境
内
整
備
事
業
二
り
ニ
カ
年
を
か
け
て
修
復
、
併
せ

で
本
殿
・
拝
殿
の
修
復
並
び
に
祈
二
し
防
火
設
備
の
改
修
を
計
画
し
て

願
殿
・
斎
館
等
諸
施
設
が
整
備
さ
一
い
る
と
既
に
打
診
が
あ
っ
て
お
り
、

れ
、
現
在
の
姿
に
整
え
ら
れ
た
。
そ
：
当
大
社
も
本
格
的
な
事
業
推
進
の

れ
か
ら
約
四
十
年
が
経
過
し
、
本
：
為
、
十
月
に
御
造
営
準
備
室
を
立

殿
を
含
む
各
所
で
老
朽
化
が
目
立
：
ち
上
げ
、
公
益
法
人
文
化
財
建
造

ち
始
め
て
お
り
、
こ
こ
数
年
御
造
一
物
保
存
技
術
協
会
に
対
し
本
殿
・

営
に
関
し
て
社
内
で
議
論
が
行
わ
」
拝
殿
の
詳
細
な
調
査
を
依
頼
し
て

れ
て
き
た
。
一
い
る
。
ま
た
十
一
月
十
六
日
に
開

国
・
県
か
ら
の
補
助
を
受
け
る
一
催
さ
れ
た
当
大
社
責
任
役
員
会
に

文
化
財
保
存
事
業
は
、
県
内
の
指
二
し
本
殿
・
拝
殿
修
復
並
び
に
防
火

定
文
化
財
の
中
で
輪
番
で
行
わ
れ
」
施
設
の
改
修
事
業
を
上
記
の
期
間

で
行
う
事
、
又
国
庫
補
助
を
受
け

る
為
に
事
業
計
画
と
予
算
計
画
を

平
成
二
十
四
年
度
早
々
に
文
化
庁

へ
提
出
す
る
こ
と
に
関
し
承
認
を

受
け
た
。

尚
、
今
回
は
重
要
文
化
財
で
あ

る
辺
津
宮
本
殿
・
拝
殿
の
御
修
復

が
主
で
あ
る
が
、
今
後
沖
津
宮
・

中
津
宮
も
含
め
た
諸
施
設
全
て
の

再
整
備
を
考
え
て
お
り
、
そ
ち
ら

の
素
案
の
作
成
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
後
、
決
定
し
た
事
に
つ
い

て
は
紙
面
に
て
お
知
ら
せ
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

神前結婚式挙式者芳名
（平成23年8月～ 11 月）

這S置匿星墨暑膨重駆訊ぜ野e

2
5日
湯
浅

遼
様
・
赤
嶺

富
夫
様
・
杉
本
由
美
子
様

佳
嗣
様
・
永
冨

淳
子
様
遠
賀
郡

2
1日
馬
越

遠
賀
郡

1
9日
高
橋

涼
子
様

宗
像
市

1
8日
木
梨

佳
織
様
東
京
都

1
2日
内
山

隆
史
様
・
窪

史
明
様
・
岡
松

聖
司
様
•
松
尾

正
太
様
•
福
井
美
穂
子
様

大
典
様
・
波
多
野
景
子
様

成
彦
様
・
薄

裕
文
様
・
尾
上
ひ
と
み
様

英
忠
様
・
宗
形

宗
像
市

6

日
岩
佐

春
恵
様

宗
像
市

5

日
名
倉
耕
太
郎
様
•
田
中
久
美
子
様
宮
若
市

5

日
白
石

古
賀
市

1
1月
3

日
福
田

遠
賀
郡

2
9日
白
土

貴
子
様
直
方
市

2
9日
花
田

純
子
様

宗
像
市

2
3日羽
迫

智
美
様

宗
像
市

2
3日

小
川
善
太
郎
様
・
大
坪
明
子
様
東
京
都
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二
風
等
で
は
波
が
激
し
く
打
ち
寄
せ
難
儀

ー
ニc
あ
っ
た
の
が
想
像
出
来
る
。
現
在
で

「
こ
ほ
、
大
規
模
な
港
湾
施
設
が
整
備
さ
れ
、

二
国
際
避
難
港
と
し
て
の
性
格
も
併
せ
持
っ

二
J
い
る
。
当
時
の
波
止
は
現
在
も
残
っ
て

今
回
は
、
沖
津
宮
が
鎮
座
す
る
沖
ノ
島
を
一
い
る
（
写
真
②
・
中
央
）
。
ま
た
写
真
①

紹
介
す
る
。
写
真
①
は
昭
和
五
年
当
時
の
港
こ
に
は
当
時
の
社
務
所
（
白
い
建
物
）
が
写
っ

湾
部
分
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
に
比
二
J
い
る
が
、
こ
れ
は
昭
和
二
十
年
不
慮

べ
れ
ば
小
規
模
で
頼
り
な
い
波
止
で
あ
り
台
口
り
事
故
に
よ
り
焼
失
し
て
い
る
。

で
i
冨

} 

平成24年 厄年一覧表
昭
和

4
7年

前
厄
（
男
）
40 

平
成
2
3年

昭
和
4
6年

昭
和
2
8
年

後
厄
（
男
）

大
厄
（
男
）
41 

昭
和
4
5年

42 

昭
和
4
2
年

八
方
塞

45 

平
成
1
5年

平
成
1
4年

平
成
7

年

昭
和
4
1年

暗
剣
殺

46 

平
成
6

年

昭
和
3
3
年

八
方
塞

54 

平
成
5

年

昭
和
3
2年

暗
剣
殺

前
厄
（
男
）

55 

平
成
元
年

59 

昭
和
6
3年

昭
和
2
7年

大
厄
（
男
）
60 

昭
和
6
2年

昭
和
2
6年

後
厄
（
男
）
61 

昭
和
6
0
年

昭
和
2
4年

八
方
塞

63 

昭
和
5
9年

昭
和
2
3年

暗
剣
殺

64 

昭
和
5
6年

昭
和
1
5年

八
方
塞

72 

昭
和
5
5年

昭
和
1
4年

暗
剣
殺

73 

昭
和
5
4年

昭
和
6

年

八
方
塞

81 

昭
和
5
2年

昭
和
5

年

暗
剣
殺

82 

昭
和
5
1年

大
正
1
年

八
方
塞

90 

昭
和
5
0年

暗
剣
殺

八
方
塞

暗
剣
殺

前
厄
（
女
）

後
厄
（
女
）

暗
剣
殺

大
厄
（
女
）

八
方
塞

前
厄
（
男
）

後
厄
（
女
）

大
厄
（
女
）

後
厄
（
男
）

大
厄
（
男
）

八
方
塞

暗
剣
殺

前
厄
（
女
）

前
厄
（
女
）

後
厄
（
女
）

暗
剣
殺

大
厄
（
女
）

八
方
塞

, 
10 17 18 19 23 24 25 27 28 31 32 33 35 36 37 

厄
年

厄
年
と
は
人
生
の
節
目
で
あ
る

と
と
も
に
、
一
生
の
う
ち
で
災
い
・

災
難
と
い
っ
た
『
厄
』
に
あ
う
お
そ

れ
が
多
い
た
め
、
忌
み
慎
ま
ね
ば

な
ら
な
い
と
い
う
年
で
す
。

特
に
男
性
の
四
十
二
歳
、
女
性

の
三
十
三
歳
は
『
大
厄
』
と
さ
れ
、

そ
の
前
後
の
年
も
『
前
厄
・
後
厄
』

と
い
っ
て
、
最
も
慎
み
忌
む
べ
き

年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

我
々
日
本
人
の
永
年
の
生
活
習

慣
か
ら
発
生
し
た
、
我
が
国
独
自

の
慣
習
で
あ
り
ま
す
が
、
厄
年
を

迎
え
る
と
我
々
の
先
祖
は
神
社
に

足
を
運
び
、
お
祓
い
を
う
け
避
け

て
き
ま
し
た
。
医
学
的
に
み
て
も
、

男
性
の
四
十
代
は
生
活
習
慣
病
、

女
性
の
三
十
代
は
乳
が
ん
・
子
宮

が
ん
の
発
生
率
が
高
く
な
る
年
代

で
厄
年
と
も
符
合
し
ま
す
。
神
社

で
お
祓
い
を
う
け
、
こ
の
一
年
を

清
々
し
い
気
持
ち
で
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

は
っ
ぼ
う
ふ
さ
か
り

八
方
塞

陰
陽
道
で
ど
の
方
向
に
向
か
っ

て
事
を
成
し
て
も
、
不
吉
の
結
果

を
生
ず
る
年
齢
と
さ
れ
、
転
居
、

結
婚
、
新
し
く
事
を
は
じ
め
る
方

は
要
注
意
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

1

ん
さ
つ

暗
剣
殺

「
九
星
術
」
で
そ
の
年
の
五
黄
土

星
と
相
対
す
る
方
位
で
、
最
も
慎

ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
大

凶
の
年
廻
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
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古式祭の御案内 I 

年
の
瀬
を
迎
え
、
皆
様
に
は
御
多
忙
の
御
事

と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
一
年
を
締
め
括

る
「
大
祓
神
事
」
「
除
夜
祭
」
が
近
付
い
て
参
り

ま
し
た
。

こ
の
大
祓
神
事
は
「
年
越
の
大
祓
」
と
称
し
、

夏
(
7
月
3
1日
）
に
行
わ
れ
た
「
夏
越
の
大
祓
」

以
後
半
年
間
の
『
罪
』
・
『
機
れ
』
を
祓
い
清
め
、

清
々
し
い
心
身
で
新
年
を
迎
え
て
い
た
だ
く
た

め
の
神
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。

大
祓
神
事
に
引
き
続
き
行
わ
れ
る
除
夜
祭
は
、

こ
の
一
年
を
締
め
く
く
る
祭
典
で
す
。
こ
の
祭

典
が
終
る
と
、
し
ば
し
の
静
寂
を
経
て
元
旦
を

迎
え
ま
す
。

)
•
9

員
、

尚
、
遠
方
ま
た
は
参
列
出
来
な
い
方
は
、
大
祓
神
事
当
日
ま
で
に
『
人
形
』
（
男

1
1
白
、
女
I
I

赤
）
に
息
を
吹
き
か
け
、
御
家
族
の
名
前
・
住
所
・
年
齢
を
、
『
車
型
』
に
は
ナ
ン
バ
ー
を
御

記
入
の
上
、
当
大
社
ま
で
御
返
送
く
だ
さ
い
。

八
百
年
の
伝
統
を
も
つ
、
宗
像
地
方
の
特

殊
神
事
「
古
式
祭
」
が
左
記
日
程
で
執
り
行

わ
れ
ま
す
。
振
る
っ
て
御
参
列
下
さ
い
。

◆
日
時

1
2月
1
8日
（
日
）

◆
祭
典
午
前

6

時
ー

◆
祭
場
宗
像
大
社
本
殿

◆
御
座
午
前

6

時
3
0分ー
一
番
座

（
一
番
座
1
1
5
0

名
ず
つ
、
五
番
座
ま
で
）

◆
会
場
宗
像
大
社
清
明
殿

◆
御
座
料

1

人
…
ー
、
0
0
0

円

※
御
座
券
は
当
日
午
前
6

時
ー
販
売
致
し
ま
す
。

（
例
年
午
前5
時
3
0分位
か
ら
多
く
の
方
が
並

び
始
め
ま
す
。
）

1 除夜祭・大祓神事の御案内 : 

◆
日
時

1
2月
3
1日
（
土
）

◆
場
所
神
門
前

午
後
3

時
ー

♦悶宗像大社初詣

●平成23年12月 31 日（土）
午後10時から

平成24年 1 月 1 日（日）
午後 8 時まで

●平成24年 1 月 2日（月）～ 1 月 3 日（火）
午前 9 時から午後7時まで

※交通状況によリ、規制時間を変更することがあります。

1 凡例 I 

＊一 宗像大社順路

方 通

e
o
 

一
丁

4イ

歩行者用道路

車両進入禁止

＠二◎ 交通信号機

一
、
王
馬 車 場

l 交通規制のお知らせ
至神湊港

玄界濶

＼
召
｀
二

崎屋津至

（国

※主襲地点から宗懺大社までの距離
＊東郷橋交差点から 4.1km ＊神湊交差点から 2.0km 
＊日の里北口交差点から 4.1km ＊瀬戸交差点から 3.3km ■公共交通機関をご利用ください
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一
福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

こ
満
月
の
月
の
海
に
は
濃
き
蒻
り
あ
れ
ど
も
潮
の
干
満
は
な
し

一
心
惹
か
れ
る
歌
。
月
の
海
の
蒻
り
は
な
に
か
を
象
徴
し
て
い
る

一
の
か
も
し
れ
な
い
、
寂
蓼
が
感
じ
ら
れ
る
。

]
宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

i
道
の
辺
に
柿
と
み
か
ん
を
並
べ
た
る
老
夫
婦
の
居
て
一
盛
を
買
ふ

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

~
さ
り
げ
な
い
日
常
の
一
場
面
。
果
物
を
並
べ
る
老
夫
婦
に
な
に
か

や
う
や
く
に
花
咲
く
ま
で
に
な
る
桜
宅
地
と
な
り
て
切
り
捨
て
ら
れ
し
~

．
感
じ
る
と
こ
ろ
の
あ
っ
た
作
者
か
。
買
っ
た
一
盛
が
柿
か
み
か

宅
地
造
成
で
伐
ら
れ
た
桜
を
惜
し
む
作
者
。
上
の
句
に
思
い
が
一

~
ん
か
分
か
る
と
良
い
。

こ
も
っ
て
い
る
。
〈
初
め
て
の
花
を
つ
け
た
る
桜
の
木
宅
地
造
[

る
と
切
り
捨
て
ら
れ
つ
〉
な
ど
と
し
て
も
。
~

一
宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

~
眠
る
背
を
叩
い
て
く
れ
し
批
の
掌
は
蒲
団
を
ひ
つ
ひ
つ
泣
か
し
て
を
り
き

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
~

一
読
し
て
、
泣
く
と
い
う
の
は
布
団
を
作
る
折
に
綿
の
音
を
さ
せ
る

沖
ノ
島
夜
明
け
の
海
に
多
霧
比
賣
は
息
吹
き
ま
す
ら
し
深
く
霧
立
つ
i

こ
と
と
思
っ
た
が
、
再
読
す
る
と
よ
く
分
か
ら
な
く
な
っ
た
。
上
の

宗
像
の
女
神
を
詠
ん
だ
歌
柄
の
大
き
な
一
首
。
作
者
の
想
像
が
[

~
句
が
魅
力
的
な
の
で
、
泣
く
蒲
団
の
実
体
を
解
り
や
す
く
。

魅
力
的
。
た
ぎ
り
ひ
め
の
表
記
は
宗
像
大
社
で
は
田
心
姫
神
、
古
i

事
記
で
は
多
紀
理
毘
売
命
、
日
本
書
紀
で
は
田
心
姫
・
田
霧
姫
。
~
一
宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

i
朝
霧
に
つ
つ
ま
る
庭
に
ど
こ
か
ら
か
鐘
を
つ
く
音
か
す
か
に
聞
こ
ゆ

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子

~
霧
の
朝
の
し
ず
か
な
歌
。
方
角
は
分
か
ら
な
い
が
聞
こ
え
る
鐘

つ
る
草
の
覆
ふ
狭
庭
に
網
を
干
す
島
の
集
落
軒
さ
き
低
し
~

~
の
音
。
二
句
は
〈
つ
つ
ま
る
る
〉
。

ど
こ
の
島
だ
ろ
う
か
、
丁
寧
な
描
写
で
景
色
が
眼
に
見
え
る
よ
~

う
だ
。
島
の
漁
村
の
生
活
感
も
感
じ
ら
れ
る
良
い
歌
。
i

i
宗
像
市
池
田
森
龍
子

i
水
だ
け
は
張
ら
ね
ば
燕
が
困
る
と
言
う
津
波
に
荒
れ
し
田
の
持
主
は

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣
~

~
テ
レ
ビ
番
組
を
見
て
の
歌
と
思
わ
れ
る
が
、
良
い
言
葉
を
聴
き
取
っ
た
作

車
椅
子
の
り
い
し
ま
ま
で
た
わ
む
れ
に
ピ
ア
ノ
を
弾
け
ば
友
ハ
ミ
ン
グ
す
~

~
者
に
拍
手
。
津
波
被
害
を
受
け
て
も
こ
ん
な
に
優
し
く
な
れ
る
人
も
い
る
。

ピ
ア
ノ
を
弾
け
ば
ハ
ミ
ン
グ
す
る
友
、
二
人
と
も
感
性
が
若
い
。
~

一
・
ニ
句
は
〈
車
椅
子
に
乗
り
い
る
ま
ま
で
〉
に
。
い
し
は
過
去
。
i

i
宗
像
市
青
葉
台
山
下
奈
美

~
花
嫁
の
三
三
九
度
の
盃
を
持
つ
手
の
先
が
か
す
か
に
震
う

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子
．

~
作
者
は
宗
像
大
社
の
巫
女
さ
ん
。
結
婚
式
で
緊
張
し
た
新
婦
の
様

肩
の
骨
異
常
な
し
と
て
自
転
車
で
上
手
く
こ
け
た
ネ
医
師
が
注
射
す
~

~
子
を
よ
く
捉
え
て
い
る
。
若
い
人
な
の
で
、
口
語
を
使
い
結
句
を

自
転
車
で
転
ん
だ
作
者
に
骨
折
も
な
く
、
医
師
も
作
者
も
一
安
心
~i

〈
す
こ
し
震
え
る
〉
な
ど
と
し
て
も

と
い
う
感
じ
が
、
医
師
の
言
葉
に
出
て
い
る
。
医
師
の
言
葉
を
括
i

弧
に
入
れ
、
四
句
は
〈
ー
こ
け
た
ネ
」
と
〉
に
。

~l
J
a|| 

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一
~

~
高
く
咲
く
皇
帝
ダ
リ
ア
に
注
意
書
き

傘
寿
前
に
わ
が
目
は
ま
だ
ま
だ
確
か
な
り
足
元
の
蟻
を
踏
ま
ず
に
歩
む
i

「
見
上
げ
て
首
を
い
た
め
ぬ
や
う
に
」

傘
寿
を
前
に
し
た
作
者
、
し
か
し
足
元
の
蟻
も
見
え
る
ほ
ど
の
i

視
力
な
の
だ
。
初
旬
・
ニ
句
の
字
余
り
を
解
消
す
る
た
め
に
〈
わ
一
皇
帝
は
馬
の
に
ほ
ひ
の
す
る
言
葉

が
視
力
傘
寿
を
ま
え
に
ま
だ
確
か
〉
な
ど
と
し
て
も
良
い
。
一
み
が
か
れ
光
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
長
靴

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

畔
＇宗
像
大
社
歌
会
詠
草

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

宗
像
市
平
井
占
部
詩
子

廃
止
ダ
ム
名
残
の
水
の
澄
ん
で
を
り

ロ
U

汀
ら
い
[
t
l

来
日
さ
れ
た
。
お
二
人
の
姿
は
、
清
々
し
く
温
か

い
印
象
を
受
け
た
。
ブ
ー
タ
ン
と
い
う
国
は
、
決

し
て
経
済
的
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
が
、

国
民
の
9
0
％
以
上
は
、
今
を
『
幸
せ
』
に
感
じ
て
い

る
と
い
う
。
国
民
総
幸
福
量
(
G
N
H
)
を
提
唱
し
、

物
質
的
な
豊
か
さ
の
み
を
追
求
せ
ず
、
国
民
の
精

神
的
な
豊
か
さ
も
重
視
し
て
い
る
了
翻
っ
て
我
国

を
始
め
と
す
る
先
進
諸
国
は
、
経
済
成
長
に
追
わ

れ
、
精
神
面
を
置
き
去
り
に
し
て
き
た
感
が
あ
る
。

戦
後
我
国
が
失
っ
た
伝
統
的
な
文
化
・
価
値
観
は

多
い
了
ブ
ー
タ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
南
麓

に
位
置
す
る
地
理
的
な
要
因
も
あ
ろ
う
が
伝
統

的
な
営
み
は
守
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
更
に
外

界
か
ら
様
々
な
物
や
考
え
方
が
流
入
す
る
だ
ろ

う
が
、
今
後
も
変
わ
ら
ず
『
幸
福
の
国
』
と
呼
ば

れ
続
け
て
欲
し
い
と
思
う
。
（
松
）

所
〒
八
―
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発
行
人
葦
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
•
松
林
拓

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

宗
像
市
武
丸
白
土
凌

紅
葉
や
青
空
紅
く
そ
め
ん
か
な

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

幽
暗
や
笛
の
音
響
く
秋
祭

' 
俳
句
作
品
集


